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はしがき 

 

和歌山大学観光学部における「地域インターンシッププログラム（LIP）」の取り組み

は、2008 年度に開始されて以降、これまでに 145 件のプログラムが実施され、延べ 1600

人以上の学生が地域での様々な活動を通じた実践的な学びの機会を得ています。現地を

訪れ、地域の方々とともに課題に取り組むなど密度の濃い交流を続けた結果、なかには

数年にわたる継続的なプログラムに発展する活動もみられるようになりました。学生の

受け入れやプログラムの実施にご尽力いただいている地方自治体や関係諸団体の皆様

のご支援とご協力に心から感謝を申し上げる次第です。 

さて本学部は、「観光経営」「地域再生」「観光文化」の 3 つの基本領域を軸として、

これらの領域を融合的かつ横断的に学ぶカリキュラムに取り組んでいます。本カリキュ

ラムにおいては、高度な専門性を発揮できるようになること、そして、現場での創造的

実践力を獲得することを目標に、国際性を高める教育と国内外の地域の諸課題に取り組

む実践型教育を重視しています。地域を訪ね現場で起きている事柄を身をもって学ぶこ

とができる LIP は、観光学部の実践型教育の一翼を担う取り組みとして、もはや欠かす

ことのできない位置を占めています。今後は、これまでの成果と経験を活かしつつ、地

域課題に則したプログラムを実施できるよう日々改善を図り、さらに質の高い地域連携

活動へと発展させていく所存です。 

今年度は新型コロナウイルスが世界的に猛威を振るう中で、LIP においてオンライン

での活動を中心とせざるを得ない状況となりました。8 月には「観光学部地域インター

ンシッププログラム（LIP）における学外研修活動および対面での活動に関するガイド

ライン」を策定し、地域内外の感染状況を見極め、十分な対策を講じた上で、可能な範

囲での学外研修活動も実施いたしました。こうした取り組みにご理解・ご協力いただい

た行政、受け入れ団体をはじめとする地域の関係者の皆様に、心より御礼申し上げます。 

今後とも、本学部では引き続き地域連携活動に取り組んで参ります。LIP の活動に一

層のご支援ご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

2021 年 3 月 

和歌山大学観光学部 

地域連携委員会 永瀬節治
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１．LIP の概要とこれまでの歩み 

 

１）LIP の概要 

 和歌山大学観光学部では、和歌山県内及び大阪南部の市町村などの協力のもと、地域が

抱える課題を地域住民とともに発見し、その解決方法を考える「地域インターンシッププ

ログラム」（通称：LIP1）を実施している。本プログラムは、地域活性化に関心をもつ学生

が、現地に足を運び、地域住民と連携することによって地域の課題や調査活動に取り組む

もので、「学生と地域を活性化したい」、「地域の魅力を発見したい」といった地域からの

提案を受け、毎年複数の活動を実施している。 

LIP に参加する学生は、学内の事前学習や現地視察を通して地域の実情を学び、さらに

は現地調査や地域住民との交流、イベントの企画運営などを通じて、それぞれの地域の真

の魅力や課題と向き合っていく。具体的なプログラムとしては、観光施設の職員や利用者

への聞き取り、宿泊施設や農家民泊のモニター、集客イベントの企画運営、観光資源調査

やマップ作成、就業体験などに取り組んできた。 

「この地域にはどのような観光資源があるか」、「埋れている観光資源はないか」、「観光

資源が有効に活用されているか」、「どうすれば地域が元気になるか」。こうした課題に対

して、地域住民は生活者の視点から、学生は「ヨソ者」の視点から意見を出し合い、とも

に活動をしていく。このような対話や活動が、双方にとって新たな気づきの機会となるこ

ともこのプログラムの特徴である。 

LIP は、こうした相互作用を通じて、地域住民は「ヨソ者」の力を活かしながらより自

立的なまちづくり活動を行う力を、そして学生は地域住民の思いを理解しつつ、地域活性

化の方法を提案できる力を養い、地域を支える人材として活躍することを目指している。 

上記の趣旨を踏まえ、本プログラムは、学生が、「地域の方々と交流を図りながら、観

光振興や地域再生の実践を現場で学ぶ」ことができる内容を含むことを実施の要件として

いる。 

なお、LIP には、和歌山県内及び大阪南部の市町村など、地域から学生が地域再生や観

光振興の現場を体験できるプログラムを公募するタイプ（公募タイプ）と、観光学部の専

任教員が、地方公共団体などとの共同研究などを通じた連携のもとにプログラムを申請す

るタイプ（申請タイプ）の 2 タイプがある。 

また、LIP は 2012 年度より単位として認定されている2。地域での活動が授業として開

講され、単位化されたことは、学生にとっても地域活性化への関心をより広げる契機とな

っており、学生の参加意欲向上にも寄与している。 

                                                   
1 2011 年に RIP（Regional Internship Program）から LIP（Local Internship Program）に改

称。 
2 単位取得のためには事前事後学習を含めて 30 時間以上の活動が求められる。活動時間に応じ

て、「基礎自主演習」または「プロジェクト自主演習」の単位が認定される。 



 

２）データでみる LIP の歩み 

 観光学部で実施している LIP は 2020 年度で開始 13 年目を迎えた。ここでは、これまで

の LIP の歩みについて、データをもとに示してしていく。 

 

 表１は、2008 年度以降の年度別実施プログラム数を示している。年度ごとのプログラム

数にはばらつきがあり、最多 21 件（2016 年度）、最少 3 件（2010 年度）となっている。

2011 年度からは、観光学部専任教員からの申請により実施される申請タイプが創設され、

プログラム数が安定するとともに幅広い活動が可能となっている。 

 

表１ 年度別プログラム数 

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 合計 

6 8 3 4(1) 11(5) 5(2) 10(3) 15(6) 21(7) 19(4) 13(3) 14(4) 16(3) 145 

※カッコ内は申請タイプのプログラム内数 

 

 

 次に、図１は年度別の参加学生数を示している。参加学生延べ人数は、2014 年に 100

名、2016 年には 200 名を超えるなど、増加している。これは、実施プログラム数が増加

したとともに、プログラムあたりの定員規模の拡大が起因していると考えられる。ただ

し、全プログラムが一様に拡大傾向を示しているわけではなく、現状では、大規模のもの

と小規模のものが並存する状態にある（2020 年度は最少４名、最大 35 名）。この点は、

プログラムの内容など、地域の課題やニーズに即したかたちで活動が実施されていること

が影響している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 年度別参加学生数 
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 表 2 に示した通り、学年別の参加学生数は 1 回生がもっとも多い。低学年次から地域で

の活動に関心を持ち、積極的に地域と関わりたいと考える学生が増加していることを示し

ている。このような傾向は近年みられるようになったもので、図 2 のように、プログラム

創設初期は 2、3 回生の参加が中心であった。 

また、4 回生の参加者がみられるようになったことも近年の特徴である。これは、単年

度のプログラムではなく、同様の地域において継続的に実施するプログラムが増加してい

ることが要因であると推察される。 

 

表２ 学年別参加学生数 

  
1 回生 2 回生 3 回生 4 回生 

延べ人数 1650 608 556 359 127 

実人数 1495 577 499 301 118 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 学年別参加学生数の変遷（実人数ベース） 

 

 

次頁図 3 に示すのは、プログラムあたりの平均参加学生数である。先に述べた定員規模

の拡大によりプログラムあたりの平均参加学生数が増加傾向であったが、近年は小規模の

プログラムが実施されていることもあり、徐々に減少傾向にあった。2018 年度からは、定

員規模の大きいプログラムが複数みられたことで、プログラムあたりの平均参加学生数が

13～14 人前後で推移している。 
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図 3 プログラムあたりの平均参加学生数（延べ人数ベース） 

 

また、図 4 に示すように、プログラム数および定員規模が拡大したことにより 6 期生以

降、参加者数は飛躍的に増加している。特に 13、14 期生は来年度以降も新たに学生が参

加する可能性があるため、この傾向はより顕著になると予測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 期生ごとの参加者数の推移 

 

 以上のように、開始から 13 年が経過した本プログラムは、参加学生数ならびにプログ

ラム数が安定していることから、参加学生および地域からのニーズを汲み取った活動が展

開されているとみることができる。しかしながら、今後も継続的に本プログラムを実施す

るにあたっては、それぞれの取り組みの質の向上と学生自身が学びをより深めることがで

きるプログラムを提供することが求められている。 
 

（文責：観光実践教育サポートオフィス 藤井 至） 
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２．2020 年度 LIP 活動報告 

 2020 年度は、16 プログラムが実施され、延べ 209 名の学生が地域で活動を行った。以

下に示すのが今年度の実施プログラムの一覧である。 

 

No 地域名 テーマ 
参加 

学生数 

1 岩出市 道の駅「ねごろ歴史の丘」利用者調査及び利用促進企画 7 

2 紀の川市 紀の川スイーツの開発 16 

3 海南市 
交流・ 関係人口増を目指したエリア体験型観光コンテ

ンツ開発 
4 

4 紀美野町 
地区×学生による観光・文化・交流情報発信と棚田の再

生 
15 

5 紀美野町 きみのげんきマップの作成 6 

6 有田市 箕島で暮らす多世代の住民による魅力再発見 8 

7 有田市 青みかん（摘果みかん）の価値を上げる 12 

8 広川町 
ツーギー谷のお花畑の活用を通した津木地域の活性化

を考える 
18 

9 美浜町 アメリカ村の観光コンテンツの発掘及び情報発信 7 

10 那智勝浦町 

地域の文化や風習の体験を通じて、地域住民と触れ合

い、地域・自分・社会のより良いあり方・つながり方を

考える。（興味関心に応じて）地域をフィールドにそれ

ぞれの知見を深め、価値を創出していく。 

8 

11 新宮市 新宮市高田区における観光モデルコースの造成 12 

12 和歌山県全域 
「紀の国わかやま文化祭２０２１」学生による文化の

魅力発信 
5 

13 大阪府阪南市 
古代米を活用した商品開発、PR に関して。「古代米をお

いしく食べる」 
6 

14 ＊有田川町 学生との協働による継続的な棚田保全活動 35 

15 
＊山口県岩国市およ

び愛媛県新居浜市 
瀬戸内カレッジ 2020 19 

16 
＊岩手県胆江地方お

よび和歌山県 

農村ワーキングホリデーを活用した都市農村交流の

「鏡効果」と農村再生手法としての可能性の検証 
31 

※＊は申請タイプのプログラム 



 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

     

 

 

 

 

     



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 

和歌山県岩出市は根来寺や和歌山県植物公園緑花センターなどを有し、また近年では道

の駅ねごろ歴史の丘を中心に観光振興に力を入れている。しかし、観光客の市内での滞在時

間が短いこと等が課題となっている。岩出市 LIP では 2019 年度から岩出市産業振興課、ね

ごろ歴史の丘管理協会と連携し、岩出市の抱える課題に取り組んでいる。2019 年度は道の

駅での利用者調査、スタンプラリーの開発を行った。2020 年度は道の駅での調査を継続し

ながら、道の駅の更なる知名度の向上、利用者の増加を目指し活動を行うこととなった。 

 

2．活動の内容 

新型コロナウィルス感染症拡大のため、2020 年度前半は主に道の駅に関する文献調査、

事例研究を行い、その後インスタグラムのハッシュタグを用いた分析を実施した。ハッシュ

タグ「#道の駅ねごろ歴史の丘」が含まれるインスタグラムの投稿計 130 件の分析を実施し、

道の駅利用者の特徴の分析を試みた。2020 年 11 月 28 日及び 29 日には、道の駅にて利用

者調査を実施した。感染防止のため、対面での調査は避け、駐車場にてナンバープレート調

査を実施した。調査結果は LIP 関係者との会議の際に報告し、調査から明らかになった課

題や今後の活動について意見交換を実施した。 

 

3．活動を通じて 

今年度は新型コロナウィルス感染症拡大のため、現地での活動機会が少なくなってしま

ったが、文献調査やオンラインでの活動など、来年度の活動に向けて様々なデータの収集・

蓄積をすることが出来た。またこのような状況下においても、参加学生は地域の方々と連携

しながら地域の課題を学ぶという貴重な経験を得ることが出来た。 

【地域の基礎データ】 

人 口：54,031 人（令和３年 1 月末現在） 

高齢化率：22.9％（令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業：製造業、農業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：７名（１回生：５名、２回生：２名） 

活 動 期 間：平成 30 年 5 月～ 

担 当 教 員：永井隼人 



 

４．成果物（ポスター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

 紀の川市は、県内屈指のフルーツ王国である。近年、これらの実績をふまえ、紀の川フル

ーツツーリズムというプロジェクトを立ち上げ、フルーツ王国として知名度を県内外に高

めるための活動を行っている。これら紀の川市の一連の活動を考慮し、本活動ではフルーツ

を使用したスイーツを開発することで、紀の川市に貢献することを目的として実施された。 
 

２．活動の内容 

 本活動は、参加希望した観光学部学生、紀の川市役所、協力店舗の３者の協力のもとで実

施したスイーツ開発活動である。本年は、株式会社 藤桃庵、Café sweets Sablier、和歌山

電鐵株式会社(たまカフェ)と共同でスイーツの開発を実施した。また、株式会社 藤桃庵と

の活動については、そこで開発した商品を一般販売することを念頭においていたため、大学

生活協同組合とも活動を共にした。活動の成果として、株式会社 藤桃庵については「キル

シュ香るホワイトチョコとバニラ苺」として商品化され、和歌山大学生生協だけでなく、各

地で販売された。また、Café sweets Sablier については「ハロウイーンランチ限定デザー

ト」して 10 月末から 11 月初旬にかけて店舗販売された。たまカフェについては、4 月発売

にむけて活動中である。 
 

３．活動を通じて 

 本年は、COVID19 感染拡大による対面活動の制限という特殊な年度であった。ミーティ

ングは主にオンラインミーティングで実施された。当初、このような形態での活動に不慣れ

なこともあったが、学生の順応性は高く、比較的早期に円滑なミーティング運営ができるよ

うになった。たまカフェなど現在も継続中の活動もあるが、少しでも地域に貢献できるよう

なスイーツを開発していきたい 

【地域の基礎データ】 

人 口：61,094 人（令和２年 12 月末現在） 

高齢化率：32.2％（令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業：農業（桃・柿・キウイ・いちじく） など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：16 名（１回生：５名、２回生：３名、３回生：

8 名） 

活 動 期 間：平成 30 年 5 月～ 

担 当 教 員：竹田明弘 



 

４．成果物（ポスター） 

 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 

 下津町大崎地区に「げんき大崎館・かざまち」が設置（H27 年）されて以来、毎週土曜日

の「朝市（新鮮な地元農水産物と地元原料に拘った手作りのお惣菜等を販売）」や各種体験

交流イベントの開催など、地域内経済の循環をはじめ地区内外の住民にとって貴重な交流

の場を提供してきた。しかし、著しい高齢化の進行により、交流人口・関係人口を増やすこ

とが急務であるとの認識から、大学生など「よそ者・若者」の目線から地域の資源を再発見

することの必要を痛感し、LIP 参加学生と協働でのプロジェクトの立ち上げを企画した。 

 

2．活動の内容 

コロナ禍で学生の対面型での活動が大きく制約を受ける中、現地の受入事務局を担当す

る「地域おこし協力隊員」とのオンラインでのミーティングを積み重ね、コロナ収束後の域

学連携活動の再開に向けた「基礎調査」として、①観光学部学生を対象とした大崎地区の取

り組みに対する認知度アンケート調査（Web）、②朝市等の訪問客を対象とする地域資源の

魅力に対するアンケート調査（留め置き回収方式）の実施に向けた活動に取り組んでいる。 

 

3．活動を通じて 

当初から複数年度での活動が提案されていたことから、今年度のみで成果を上げて完結

させようといった焦りを持つことなく、多少の制約があったとしても、オンラインとはいえ

次年度以降に繋がるような現地受入事務局との密度の濃い意見交換が行われたことの意義

は大きい。参加者が 1･2 年生を中心とするメンバーで構成されていた初めてのプログラム

ではあったが、逆にパイオニア精神が発揮され、参加学生たちは極めて熱心に活動した。次

年度以降の活動に大いに期待がもたれる。 

【地域の基礎データ】 

人 口：49,508 人（令和２年 12 月末現在） 

高齢化率：36.1％（令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業：製造業、家庭日用品産業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：４名（１回生：３名、２回生：１名） 

活 動 期 間：令和２年６月～ 

担 当 教 員：藤田武弘 



 

４．成果物（ポスター） 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

 2017 年度まで 5 年間に渡り、紀美野町の上神野地区で発動してきたこの LIP は、一昨年

から地域を新たに紀美野町の小川地区で活動を進めてきた。本 LIP は新しいメンバーを加

えて、2020 年 6 月に小川の郷づくり会さんと顔合わせをした後に、本格的に活動をスター

トした。しかし、今年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響で、小川地区の方々と参加学

生の健康と安全へ配慮し、オンライン活動を中心となり、現地でのフィールドワークを自粛

した。 

 

２．活動の内容 

 本 LIP は 2020 年 6 月からほぼ毎週の木曜日にオンライン会議（活動）を行ってきた。

今年度の主な活動は 3 つがあった。すなわち、①新型コロナウイルス感染予防のため、新

たな観光形態—バーチャル観光のあり方と小川地区での実施に関する探索；②紀美野町に

おける観光公害を解決するための意見交換；③12 月 13 日に開催された世界民族祭のため

に、これまでの小川 LIP 活動紹介の動画作成であった。 

 

３．活動を通じて 

 

  

【地域の基礎データ】 

人 口：8,640 人（令和２年３月末現在） 

高齢化率：46.2％（令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業：棕櫚製品製造業、農業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：15 名（1 回生：５名、2 回生：6 名、3 回生：

４名） 

活 動 期 間：平成 30 年 4 月～ 

担 当 教 員：佐野楓 

課外活動が実施できない中、参加学生はオ

ンライン会議を通じて、小川 LIP に関する様々

なことを積極的に取り組んできた。勉学面だ

けでなく、メンバー間の親睦を深めることが

できた。 
 



 

４．成果物（ポスター） 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

 紀美野町では、平成 27 年度より、世代間交流の推進を目的にコミュニティカフェ（きみ

の＊にこ cafe）を立ち上げ、当初より LIP 活動として企画・運営を担ってきた。しかしな

がら、これまでの LIP における活動拠点は旧野上町の数か所に限定されており、今後どう

他地域へ展開させていくかが課題となっていた。そこで、令和 2 年度からは、活動地域を紀

美野町全域に拡大し、地域住民に地域の強み・魅力を再度認識してもらい、地域ならではの

情報を整理し共有するツールとして、「きみのげんきマップ」の作成を目的とする活動を行

うこととなった。 
 

２．活動の内容 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、限定的ではあったが以下の活動を行った。 

 ・受入担当者との顔合わせ・意見交換：紀美野町の現状や課題に関する意見交換など 

 ・マップ作成に向けた学内会議：活動実施に向けた準備、アンケート調査の検討など 

 ・マップ作成に関する住民意向調査：マップ作成や日頃のつながりに関する調査を実施 

 ・住民意向調査報告書の作成・報告会：作成した報告書を基に報告会を実施予定（3 月） 
 

３．活動を通じて 

 新型コロナウイルス感染症の影響を受け、本来予定をしていた地域活動団体に対するヒ

アリング調査等が実施できない中で、オンラインを活用した取り組みを実施してきた。参加

学生たちは、一度も現地を訪問することが叶わなかった（日程を組んだが大阪府に医療非常

事態宣言が発出されたことにより中止）が、事前提示資料や保健福祉課とのオンラインミー

ティング、自主学習を活用し、アンケート実施まで活動を展開した。次年度以降の取り組み

については、分析したアンケートを活用し、地域住民にとって利用価値のあるマップの作成

に取り組んでいくことを望む。 

【地域の基礎データ】 

人 口：8,640 人（令和２年３月末現在） 

高齢化率：46.2％（令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業：棕櫚製品製造業、農業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：６名（１回生：５名、２回生：１名） 

活 動 期 間：平成 27 年 4 月～ 

担 当 教 員：藤井至 



 

４．成果物（ポスター） 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

 有田市箕島地区では、「箕島地区の魅力を子供たちに伝える」をテーマに二年、同地域に

おける多世代交流をさらに進める活動として地域活動団体「ワンハート（箕島地区における

活動団体）」と連携した活動を一年の三年間活動を実施してきた。令和 2 年度についても引

き続き、ワンハートとの連携を軸に、地域の子供たちから大人まで多世代交流を盛んにする

ようなイベント企画・運営を活動目的とした。また、活動の中では、これまで実施されてこ

なかった各種活動におけるアンケート調査の実施やその効果測定、報告書の作成・発信等も

視野に入れた活動計画を設計した。 
 

２．活動の内容 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、限定的ではあったがオンラインを活用し、以下

の活動を行った。昨年度に引き続き、イベントへの参加ではなく、その過程を重視した。 

 ・有田市社会福祉協議会へのヒアリング：有田市・箕島地区の現状を知る 

 ・ワンハート会議（オンライン）への参加：ワンハートへの企画提案など 

 ・オンライン音楽会の企画・運営：全 4 回のオンラインイベントを企画・運営 

 ・オンライン異世代活動報告会への参加：司会動画および活動報告動画の作成・公開 

 ・その他の活動：上記の活動に関連したオンライン会議を多数実施 
 

３．活動を通じて 

 活動が制限されている中でも多世代間交流の場を作るべく積極的な活動が展開できた。

参加学生・地域住民にとって慣れないオンラインイベントであったが、参加者の評価も高く、

地域住民からは抵抗感のあったオンラインツールの活用についても前向きになれたという

意見も聞かれた。イベントの企画・運営については、これまでの取り組みによりノウハウが

蓄積されてきたが、それらのイベントの地域に対する効果については必ずしも確認できて

いない。効果検証については、今後の課題として取り組んでもらいたい。 

【地域の基礎データ】 

人 口：27,197 人（令和３年２月 1 日現在） 

高齢化率：33.8％（令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業：農業（みかん）、漁業（太刀魚）、工業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：８名（１回生：５名、２回生：２名、３回生：

１名） 

活 動 期 間：平成 29 年 6 月～ 

担 当 教 員：藤井至 



 

４．成果物（ポスター） 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

 有田市では地域住民や一般企業などと協働して有田みかんの更なるブランド化や販路開

拓支援、ふるさと納税を活用した PR など、みかん産業支援を積極的に実施している。そこ

で、これまで実施してきた取り組みを踏まえた新たなチャレンジとして、毎年みかん収穫前

にみかんの大きさを揃えるために成りすぎた果実を減らす作業（摘果作業）によって捨てら

れている「青みかん（摘果みかん）」の価値向上に取り組むことを LIP の活動目的とした。

また、令和 2 年 3 月に有田市宮原町の旧駐在所をリノベーションして誕生した地域交流拠

点「宮原さん家(ち)」を活動拠点とし、その活用に関しても検討することとなった。 
 

２．活動の内容 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、限定的ではあったがオンラインを活用し、以下

の活動を行った。また、顔合わせ・事前学習会以降は、地域の課題・学生のニーズを受け、

商品開発班・レシピ作成班・イベント企画班の三班に分かれて活動を展開した（その後、活

動広報の必要性から広報班も設置）。 

 ・顔合わせおよび事前学習会：宮原地区・みかん産業・青みかんを学ぶ 

 ・班ごとの会議および企画プレゼン会：学生の事前学習による企画プレゼンと意見交換 

 ・フィールドワーク：プレゼン会での意見を受けてヒアリング調査を実施 

 ・最終プレゼン会（報告会）：今年度の活動を総括し、次年度の活動を提案 
 

３．活動を通じて 

 新型コロナウイルス感染症の影響を受け、本来予定していた活動が出来なかった中で、オ

ンラインを活用し可能な限りの活動が展開された。今年度は、主に準備期間という位置づけ

としたため、次年度以降、状況にもよるが具体的な取り組みが展開されることを期待してい

る。 

【地域の基礎データ】 

人 口：27,197 人（令和３年２月 1 日現在） 

高齢化率：33.8％（令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業：農業（みかん）、漁業（太刀魚）、工業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：12 名（１回生：６名、２回生：６名） 

活 動 期 間：令和２年 6 月～ 

担 当 教 員：藤井至 



 

４．成果物（ポスター） 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

 本 LIP では、広川町津木地区の活性化に取り組む津木地区寄合会（以下、寄合会）の活動

を平成 26 年度より支援している。これまでに、寄合会の活動拠点である「ツーギー谷のお

花畑」（以下、お花畑）におけるイベントの企画運営や、地域内外の出店イベントでの加工

品の販売、「稲むらの火」の舞台である広地区での活動等を寄合会と連携し実践してきた。 

 

２．活動の内容 

 お花畑は平成 30 年の台風被害と老朽化により閉鎖状態が続いていたが、昨年度に県の補

助金を得て、寄合会メンバーによりお花畑の再整備が開始された。学生も順次作業に加わる

予定であったが、その矢先にコロナ禍に見舞われた。一方、今年度からは１・２回生合わせ

て８名の新メンバーが加わった。8 月まではオンラインによる地域情報や事例の共有等を行

い、9 月から 11 月までは毎月１回、感染症対策を講じながら可能なメンバーで現地を訪れ、

お花畑の整備作業等に取り組んだ。並行して、今後のお花畑の活用アイデアの検討をオンラ

インで行った。年明けの緊急事態宣言の発出により、以後はオンラインでの活動を続けた。 

 

３．活動を通じて 

 今年度はコロナ禍の影響により現地での活動時間が限られたものの、お花畑の整備作業

への参加を通じて、地域での活動の展開イメージが明確になった。1 月下旬に行った寄合会・

役場担当者とのオンライン会議では、お花畑の活用策に関する提案と、今年度の活動の振り

返り、今後の活動について意見交換を行った。学生の提案内容についても前向きに受け止め

ていただくことができ、来年度は具体的な活用アイデアを実践する予定である。 

【地域の基礎データ】 

人 口：6,837 人（令和３年１月末現在） 

高齢化率：33.6％（令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業：農林業、漁業、製造業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：18 名（１回生：６名、２回生：４名、３回生：

４名、４回生：４名） 

活 動 期 間：平成 26 年 6 月～ 

担 当 教 員：永瀬節治 



 

４．成果物（ポスター） 

 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

 2019 年度の LIP 美浜町では、三尾（通称アメリカ村）のカナダミュージアムの機能強化

を中心に活動を行った。2020 年度は、前年度の参加学生のうち 1 名が継続して参加し、新

たに加わった学生とアメリカ村の観光コンテンツの発掘及び情報発信のテーマで活動を行

うこととなった。 
 

２．活動の内容 

美浜町の観光コンテンツの発掘を目的として、学生は各々に美浜町に関して調べ、オン

ラインによる定例ミーティングで情報共有と意見交換を行った。10月になり、ようやく美

浜町訪問が実現し、美浜町役場の職員の方々やカナダミュージアム館長と意見交換の場を

持った。また、アメリカ村の数か所を見て回り、カナダ移民の歴史にまつわるスポットや

海や山の美しい景色を肌で感じる機会を持った。この学外研修の経験から、いくつかのコ

ンテンツをまとめてモデルプランを提案することになり、スタディツアーとサイクリング

ツーリズムのグループに分かれて話し合いをすすめた。12月および1月に、美浜町役場の

方々とオンライン・ミーティングを実施し、２つのプランを発表し、意見交換を行った。

その際の助言を受けて、さらに内容を検討し改訂を進めた。その後、最終のプランをまと

めるとともに、報告会のポスターや映像制作に取り組んだ。 
 

３．活動を通じて 

 対面でミーティングを実施できない困難さがある中、参加学生達はオンラインでミーテ

ィングを重ね、協力して観光コンテンツのアイデアをまとめた。会を重ねるごとに学生達は

主体性を持って活動を進め、次年度につながるプランとなった。今後、それらのプランを美

浜町で実地検証できることを期待している。最後に、本活動を支えてくださった美浜町役場

の田中敦之氏、片山拓弥氏、カナダミュージアム館長の三尾たかえ氏に感謝申し上げます。 

【地域の基礎データ】 

人 口：6,923 人（令和３年２月１日現在） 

高齢化率：36.0％（令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業：漁業、農業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：７名（１回生：４名、2 回生：１名、３回生： 

      ２名） 

活 動 期 間：令和２年６月～ 

担 当 教 員：東悦子 



 

４．成果物（ポスター）※等倍無視で圧縮しています。等倍圧縮をお願いします。 

 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

本 LIP は、色川ならではの行事や風習への参加を通し、学生の知見を深めることを中心

に活動を行ってきました。また、活動を通して「学生が感じたこと」を地域住民に発表する

場を設けることで、住民のいわゆる「鏡効果」醸成にも寄与してきました。 

 

２．活動の内容 

色川地区は、1970 年代頃から移住者を受け入れてきた地域として有名ですが，主に訪問

する小阪区は、比較的移住者は少なく、昔からの地域行事や風習が残っているところが特徴

です。棚田や茶畑が地域資源として知られています。今年度は、新型コロナウイルス感染拡

大の影響で現地を訪れる困難さのなかで、感染症対策をして棚田作業体験（藁撒き作業）を

１度だけ実施できました。また、オンラインを活用する取り組みとして、現地発行誌「色川

だより」のアーカイブ化、オンラインによる住民との意見交換会などを実施しました。 

 

３．活動を通じて 

色川での暮らしや住民の皆さんの色川への想いについて知ることができました（1 回生）。

棚田作業の経験から農業の大変さをより深く学ぶことができました（2 回生）。コロナ禍に

あって、住民と学生のマッチングが上手くいかないこともありました。しかし、オンライン

での LIP 活動も可能であることに気が付くことができました。遠隔地である点を考えて、

今後もオンラインを活用した活動を工夫していきたい(リーダー：3 回生・森田 光）。 

【地域の基礎データ】 

人 口：14,595 人（令和３年１月末現在） 

高齢化率：42.1％（令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業：林業、水産業、観光業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：８名（１回生：１名、２回生：３名、３回生：

３名、４回生：１名） 

活 動 期 間：平成 28 年 6 月～ 

担 当 教 員：八島雄士、岸上光克 



 

４．成果物（ポスター） 

 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

 新宮市は和歌山県南東部に位置し，熊野三山の一つ「熊野速玉大社」が鎮座するまちとし

て栄えてきた。高田区は新宮市中心部より西側に位置し，かつては高田村として発展してき

た地域である。この高田区について，地域の魅力ある観光資源が存在しているにも関わらず，

若年層を中心に十分な誘客ができていない状況にあり，これらの地域における誘客は新宮

市の観光において重要となる。そこで，地元の活力を取り戻すための活動を行っていく高田

区（委員会）と連携し，実際に現地での交流や地域の観光資源の体験を通して，様々な観光

事情や魅力を知ってもらうこと，それについて広く発信できる力を身につけてもらうこと

を目的とし，学生主体での新鮮な観光モデルコースの造成を行うこととした。 

 

２．活動の内容 

 新宮市役所企画政策部商工観光課の担当者と Teams を使い，ミーティングやプレゼンテ

ーションを実施した。本来であれば，夏休み期間中に現地研修を行い，観光モデルコースを

開発する予定であったが，新型コロナウイルス感染症により，現地研修は中止となり，全て

の活動をオンラインで行うことになった。現地研修は中止となったが，高田中学校の生徒お

よび教員とのオンライン交流会を実施し，高田地区の情報収集をするとともに，地域の方々

と交流することができた。 

 

３．活動を通じて 

 新型コロナウイルス感染症の影響により，予定通りの活動はできなかったが，オンライン

を用いて新宮市職員および高田区の方々と交流できたことは非常に有意義であった。 

【地域の基礎データ】 

人 口：27,796 人（令和３年２月 1 日現在） 

高齢化率：36.9％（令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業：製材業、製紙業、漁業、林業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：12 名（１回生：４名、２回生：６名、３回生：

２名） 

活 動 期 間：令和２年 6 月～ 

担 当 教 員：伊藤央二 



 

４．成果物（ポスター） 

 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

 和歌山県では、第３６回国民文化祭・わかやま２０２１と第２１回全国障害者芸術・文化

祭わかやま大会（「紀の国わかやま文化祭２０２１」）が令和３年１０月３０日から１１月２

１日までの２３日開催される。全国的な規模による発表、競演、そして障害のある人もない

人も共に参加し、交流の輪を広げる国内最大の文化の祭典として県では初めて開催される。

県内外から多くの参加が見込まれ、全国に和歌山県の文化を発信し、県民の文化力を向上さ

せる機会となる。本事業は、学生が文化の魅力を発信することにより、本文化祭の認知度の

向上と開催機運の醸成を図ることを目的とする。今年度の活動は、文化体験など取材を通し

て感じられた魅力を文化祭公式 SNS を活用して、県内外に向けて発信すること、そのため

の取材計画をたて、実際に取材、内容をまとめ、次年度の文化祭での活動計画に役立てるこ

ととした。 

 

２．活動の内容 

 年度はじめの緊急事態宣言や課外活動自粛により、10 月には文化祭のキャンペーン部隊

であるキャラバン隊への取材は一度行うことができたものの、予定した取材の実行、情報発

信までは行うことができなかった。 

 １）今年度の目標設定・活動計画 

 ２）取材企画書の作成 

３）取材対象団体の選択（箏と尺八、生花、ジャンベ、和太鼓、漆器） 

 ４）取材日程作成、団体との交渉 

 

３．活動を通じて 

 コロナの影響で取材などの現地での活動はできなかったが、今後のための話し合いはし

っかりできた。取材を通し、様々な文化を軸にして和歌山を盛り上げようとしている方々の

思いや取り組みを知り、たくさんの方々に届くように PR していきたいと感じた。 

【地域の基礎データ】 

人 口：912,364 人（令和３年１月１日現在） 

高齢化率：32.4％（令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業：農林業、漁業、製造業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：５名（１回生：２名、２回生：３名） 

活 動 期 間：令和２年６月～ 

担 当 教 員：加藤久美 



 

４．成果物（ポスター） 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

 2018 年度から引き続きの活動である。過去２回は阪南市商工会で最終報告会を実施して

いることもあり、今年度は阪南市商工会が主体となって実施する「はんなん古代米プロジェ

クト」の活動に加わることとなった。 

 

２．活動の内容 

 「はんなん古代米プロジェクト」は、阪南市で古代米を栽培し、古代米を利用した商品を

市内企業が展開することによって、それらを地場産品として位置づけ、ブランド力の強化と

地域全体の活性化を目指す取り組みである。LIP の当初の計画では、商品提案・パッケージ

デザイン提案から商品化へ至る全体への関わりを期待されていた。コロナ禍の影響で学生

の現地での活動・交流が制限される中で、テレビ会議への参加など、活動内容として大幅に

縮小される形を取らざるをえなかった。実際の活動の提案内容としては、日本酒のパッケー

ジ考案とクッキーのパッケージ記載の英語フレーズ

の考案を行なっている。このうち、クッキーのパッ

ケージについては、コミュニケーションツールとな

ることを目標に６パターンが選ばれ、現在、企業側

で作業が進行している。 

 

３．活動を通じて 

 コロナ禍の最中であり、現地活動の制約もあって、参加学生の意欲にもばらつきが生じる

結果となった。とはいえ、一定の活動成果を残すこともでき、このことは学生にとっても貴

重な経験になったと思われる。ぜひ今後の大学生活に活かしていって欲しいと考える。 

【地域の基礎データ】 

人 口：53,014 人（令和３年 1 月末現在） 

高齢化率：28.7％（平成 27 年 1 月 1 日現在） 

産 業：紡績業、漁業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：６名（１回生：２名、２回生：４名） 

活 動 期 間：令和２年 6 月～ 

担 当 教 員：佐々木壮太郎 



 

４．成果物（ポスター） 

 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 

有田川町での第 19 回全国棚田（千枚田）サミット（2013 年度）

開催決定をきっかけに，2010 年に県が企画した「棚田モニターツ

アー」に当時の観光学部生約 20 名が参加した。地域の農業者の

高齢化とともに耕作放棄地が増加する当地の現状を目の当たり

にして，学生側から「棚田保全ボランティア」のアイデアが出さ

れたことをきっかけに，学内で棚田保全ボランティアへの参加者

を募り，「棚田ふぁむ」を結成。2011 年 7 月から活動を開始した。 
 

2．活動の内容 

今年度はコロナ禍の影響を受け、現地活動は「稲刈り」と「草刈り・獣害柵見回り」の 2

回となった。その他の活動は以下の通りである。 

・ 現地とのオンライン交流会：6 月と 2 月に開催し、親交を深めた。 

・ 活動報告誌の作成：現地活動の報告の代わりに、新メンバーの紹介や自宅待機中の学生

生活の紹介などを行った。 

・ 沼地区の紹介パンフレットの作成：沼地区からの依頼により、地区の概要や農産品を紹

介するためのパンフレットを作成した。 
 

３．活動を通じて 

今年で活動 10 年目の節目の年であったが、コロナ禍により現地活動の縮小を余儀なくさ

れた。しかし、オンラインミーティングを併用し、互いに「顔の見える関係」を維持するこ

とを心がけた。また、県庁・有田川庁役場・沼の農業を守る会と連携し、本活動に即した

COVID19 対策マニュアルやチェックリストを作成し、共有した。今後、コロナ禍がしばら

く続くとしても、できる限りの対策を講じた上で活動を継続させていきたい。 

【地域の基礎データ】 

人 口：26,082 人（令和３年１月末現在） 

高齢化率：31.8％（令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業：農業（みかん、山椒、花き）、林業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：35 名（１回生：５名、２回生：11 名、３回生：

10 名、４回生：９名） 

活 動 期 間：平成 23 年 7 月～ 

担 当 教 員：大浦由美 



 

４．成果物（ポスター） 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

 JR 西日本と瀬戸内地域の自治体が主催する「瀬戸内カレッジ」に参加しました。各地域

の課題を踏まえて、「せとうちエリアが何度も訪れたくなる場所になること」に繋がるプラ

ンを考えて、発表します。担当した市町村は、山口県岩国市と愛媛県新居浜市です。 
 

２．活動の内容 

 和歌山大学が担当した市町村は、山口県岩国市と愛媛県新居浜市です。二つの班に分かれ

て、岩国班は 9 月 16～17 日、新居浜班は 9 月 28～29 日に現地実習を行いました。そして

他大学と合同でオンラインで 10 月 11 日キックオフミーティング、11 月 14 日に中間発表

会、1 月 15 日に最終発表会を行いました。新居浜班は「旅行会社・自治体特別賞」を受賞

することができました。 
 

３．活動を通じて 

 岩国班は、まず「地方が輝ける日本をつくる」というビジョンを掲げ、その達成のために

岩国をブランディングしようと考えました。新居浜市は、産業都市として栄えた市です。し

かしながら、高齢化や定住人口の減少により街の活気がなくなりつつあります。そこで観光

という新しい産業によって街を活性化させたいというのが新居浜市が瀬戸内カレッジに望

むことでした。 

 岩国市、新居浜市ともに短い時間でしたが、現地実習を実現し、そのうえで地域の持つ課

題を実際に理解し、それに対しての課題解決案を毎日考えることは大変勉強になりました。

また、受賞できたこともうれしいです。 

【地域の基礎データ】 

人 口： 
132,052 人（岩国市／令和２年２月１日現在） 

117,846 人（新居浜市／令和２年 12 月末現在） 

高齢化率： 
33.5％（岩国市／平成 27 年 1 月 1 日現在） 

30.8％（新居浜市／平成 27 年 1 月 1 日現在） 

産 業： 
製造業 など（岩国市） 

製造業 など（新居浜市） 
  

【活動の基本情報】 

参加学生数：19 名（１回生：８名、２回生：11 名名） 

活 動 期 間：令和２年７月～ 

担 当 教 員：木川剛志 



 

４．成果物（ポスター） 

 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

 「農村ワーキングホリデー」は、農業や農村に関心をもつ都市住民が、繁忙期の農作業を
無償で手伝う代わりに農家から寝食の提供を受けるというもので、参加者と農家との深い
交流を特徴とする“日本型グリーン・ツーリズム”のなかでも、最も「鏡効果（他者との交流
を通じてみた日常生活に潜む価値への気づき等）」の高い取り組みである。学生を参加者と
する域学連携型の農村ワーキングホリデーは、次世代の若者たちが、農業・農村が直面する
地域課題を当事者意識をもって理解する機会を提供するとともに、多世代間の交流による
「鏡効果」により地域のコミュニティが活性化するなどの変化が期待されている。 
 

２．活動の内容 

 今年度、岩手プログラムについては現地での活動実施やセミナー開催等の通常行事は見
送ったが、①オンラインを活用した事前学習会（8/20-21：受入農家による稲作、野菜作、
6 次産業化、農協に関するオンライン講義を受講して意見交換）、②過年度卒業生を含むオ
ンライン同窓会等（12/17）の行事を準備して実施した。 

また、和歌山プログラム（田辺市）については、現地でのみかんの収穫作業時期に合わせ
て、宿泊施設から各農園に通い作業に赴く形での「泊業分離型」のワーキングホリデーを学
部の LIP 活動ガイドラインに準拠した形で実施した（2 泊 3 日）。 
 

３．活動を通じて 

 今年度は、コロナ禍のもとでの実施により通常の対面による活動ができなかった（または、
「泊業分離」のため農家との交流が極めて限定された）ことから、通常期待される交流によ
る「鏡効果」の検証作業を行うことは難しかったものの、オンラインを通じたやり取り（レ
コーディングデータによる情報の共有化）を通じて、次年度の参加意欲を喚起するに相応し
い取組にはなったかと考えられる。オンラインでの活動は、事前・事後学習の機会としては
有効であり、対面活動復活後のハイブリッド型の取り組みにも活かせる成果を得たと考え
ている。 

【地域の基礎データ】 

人 口： 
130,211 人（胆江地方／令和２年 12 月末現在） 

71,947 人（田辺市／令和２年 12 月末現在） 

高齢化率： 
31.9％（胆江地方／平成 27 年 1 月 1 日現在） 

32.7％（田辺市／令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業： 
農業（稲作、畜産） など（胆江地方） 

農業、漁業、林業 など（田辺市） 

【活動の基本情報】 

参加学生数：31 名（１回生：７名、２回生：15 名、３回生：

５名、４回生：４名） 

活 動 期 間：平成 26 年 6 月～ 

担 当 教 員：藤田武弘 



 

４．成果物（ポスター） 

 

 



 

地域インターンシッププログラム（LIP）の沿革 

 

■2008～10 年度（平成 20～22年度） 

地域インターンシッププログラム（通称 LIP ※2012 年度に改称）は、2008 年観光学部

の設置とともにスタート。観光学部より和歌山県下の自治体への協力要請を行い、各教員

が担当する自治体との協議を重ね、早いプログラムでは 2008 年度中に、遅いものでも

2009 年度中にはプログラムの実施に至った。 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）： 

6 件／42 名（2008）、8 件／46 名（2009）、3 件／18 名（2010） 

 

■2011 年度（平成 23年度） 

・地域連携担当の配置 

・地域インターンシップ実施要項の整備 

◇地域（自治体）からプログラム内容について提案を受け付ける「地域提案型」と教員

の地域との共同研究をベースとした「申請型」の 2 つのプログラムを設定。 

◇主要な活動対象エリアを、和歌山県内に加えて大阪南部の自治体（岬町、阪南市、泉

南市、田尻町、泉佐野市、熊取町、貝塚市、岸和田市）にまで拡大。 

・地域提案募集：5 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：4 件／24 名 

 

■2012 年度（平成 24年度） 

・名称変更：RIP から LIP へ改称 

・実施要項の改訂 

◇申請型については、主たる活動エリアを和歌山県内と大阪南部以外でも可とした。 

・地域提案募集：5 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：11 件／80 名 

 

■2013 年度（平成 25年度） 

・地域連携の所管が観光教育研究センター（現：観光実践教育サポートオフィス）となり、

担当者を配置。 

・LIP の制度改善を図るため、活動実績のある自治体の担当者にヒアリング調査を実施。 

・LIP の認知度や参加意識を明らかにするため、学生対象のアンケート調査を実施。 

・地域提案型プログラムの質向上のため、活動実績のある自治体や和歌山市周辺の自治体

を廻り、LIP の評価の聞き取りや新制度についての周知活動を実施。 

・地域提案募集：4 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：5 件／73 名 

 

■2014 年度（平成 26年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2014 年度活動の報告書を作成（以後継続して作成）。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：10 件／139 名 



 

■2015 年度（平成 27年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2015 年度活動の報告書を作成。なお、報告書には、2008

～2015 年度までの LIP に関するデータを所収（以後継続して所収）。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：15 件／191 名 

 

■2016 年度（平成 28年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2016 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後

のアンケート調査を実施（以後継続して実施）。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：21 件／227 名 

 

■2017 年度（平成 29年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2017 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後

のアンケート調査を実施。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：19 件／217 名 

 

■2018 年度（平成 30年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2018 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後

のアンケート調査を実施。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：13 件／190 名 

 

■2019 年度（令和元年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2019 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後

のアンケート調査を実施。 

・LIP の質的向上、学びの深化、広い活動発信を目的に「LIP 合同活動報告会」を実施。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：14 件／194 名 

 

■2020 年度（令和２年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2020 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後

のアンケート調査を実施。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：16 件／209 名 



 

【これまでの LIP 活動地域と活動テーマ一覧】 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

和歌山市 

2009 四季の郷公園周辺調査等 

2010 
四季の郷公園と周辺農地を利用した農業観光の振興、および中心市

街地との連携による活性化調査 

2011 お城を中心としたまちなか回遊性の創出 

2014 和歌山市民の森づくり事業 

2015･16 
和歌山公園動物園（通称：お城の動物園）の環境エンリッチメント

を通じた観光活用 

2016 

地域資源を活用した、見どころマップの作成とまちあるきの実施（山

東地域） 

名勝「和歌の浦」の魅力発信 

和歌山市立伏虎中学校の閉校記念誌づくり 

2016･17 
観光資源を活用した観光振興の体験と調査・研究（和歌山城におけ

るおもてなし忍者による観光振興を通じて） 

2017 
和歌山公園動物園（通称：お城の動物園）の地域資源としての観光

活用～和歌山公園動物園の今後とリニューアルの検討～ 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

岩出市 

2015 観光地の活性化と情報発信 

2018 
SNS を利用した地域資源再発見と訪れてみたくなるコンテンツ作

り 

2019 ねごろ歴史の丘巡りスタンプラリー帳作成 

2020 道の駅「ねごろ歴史の丘」利用者調査及び利用促進企画 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

紀の川市 

2009 青洲の里施設内で実習および農家民泊体験、地域住民との意見交換 

2010 「細野渓流キャンプ場」集客向上と地域活性化の検討 

2011 細野渓流キャンプ場を起点とした地域活性化 

2012-16 紀の川市地域活性化 

2018-20 紀の川スイーツの開発 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

かつらぎ町 

2008 花園ふるさとセンターの有効活用に関する調査研究 

2012 
かつらぎ町日帰りプランの作成 

都市近郊中山間地域における交流型農業への展開可能性を探る 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

橋本市 2009 青年の家やどりの運営体験およびリニューアルプランの検討 

 



 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

海南市 2020 交流・ 関係人口増を目指したエリア体験型観光コンテンツ開発 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

紀美野町 

2014 地域活性化にむけた調査研究（現地ヒアリング） 

2015-17 

地区×学生による継続可能な地域活性化にむけた寄り添い型支援体

制の構築と観光・交流情報発信 

世代間交流を推進する地域拠点の企画・運営（認知症カフェでの実

践を通じて） 

2018 
地区×学生による知られざる歴史掘り起こしと観光・文化・交流情

報発信 

2018･19 
世代間交流を推進する地域拠点の企画・運営（コミュニティカフェ

等での実践を通じて） 

2019-20 地区×学生による観光・文化・交流情報発信と棚田の再生 

2020 きみのげんきマップの作成 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

有田市 

2013 

みかん産地の農家の今後を考える（有田地域みかん農家経営継続課

題調査） 

有田地域における魅力的な居住環境を考える（有田地域の居住地選

定要因に関する調査） 

2014 
地元小学生が見つけた地域の資源に対する傾向・特性調査とその活

用提案 

2016 
魅力ある図書館づくり―新図書館開館にむけてー 

空き家活用による地域活性化プロジェクト 

2017 市民が集う市民会館づくり―新市民会館開館にむけて― 

2017-18 地域で働く人の魅力を子どもたちに伝える 

2019 箕島の魅力発信 

2020 
箕島で暮らす多世代の住民による魅力再発見 

青みかん（摘果みかん）の価値を上げる 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

有田川町 

2008･09 
観光スポット調査（鉄道フロムナード、あらぎ島・清水温泉周辺）、

および各種施設における就業体験 

2010 
観光スポット調査（観光ブドウ園ほか）、および各種施設における就

業体験と町内宿泊施設におけるモニター宿泊 

2011 
観光スポット調査、および各種施設（鶏卵牧場ほか）における就業

体験と町内宿泊施設におけるモニター宿泊 

2012･13 学生との協働による棚田保全活動体制の構築に関する基礎調査 

2014 しみず体験・学習プログラムの開発 

2014-18 学生との協働による継続的な棚田保全活動体制の構築 

2019-20 学生との協働による継続的な棚田保全活動（棚田ふぁむ）  



 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

湯浅町 2009 

町内主要施設の視察と集客イベントへの活用法の検討、および有力

事業者への観光誘客に関わる聞き取り、イベントにおける JAZZ バ

ンド演奏会の開催 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

広川町 
2014-19 

津木地区寄合会の運営、特産品開発、情報発信、イベントを共に考

える 

2020 ツーギー谷のお花畑の活用を通した津木地域の活性化を考える 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

由良町 2014 観光地の新たな魅力発見 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

日高町 2016･17 
地域資源の自慢を後世に引き継ぐと共に経済効果のある参加型イベ

ントの企画立案を共に考える 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

日高川町 

2008 小学生の農村生活体験実習受入のための基礎調査 

2009 
子ども農山漁村交流プロジェクト推進のための学生サポーターおよ

び課題発見 

2012 
日高川町における祭事を中心とした伝統文化と地域活性化について

の調査 

2017-19 体験教育旅行＆夏学習～都会と大自然の出会い（かつらぎ町も含む） 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

美浜町 

2017 日の岬・アメリカ村の歴史的資源等を活用した観光とふるさと教育 

2019 カナダミュージアムにおけるミュージアム機能の強化 

2020 アメリカ村の観光コンテンツの発掘及び情報発信 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

みなべ町 2012 みなべ町の新たな魅力発掘・発信事業（みなべ観光協会事業） 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

田辺市 

2008 
秋津野ガルデン附設レストラン「みかん畑」利用客の観光行動アン

ケート調査、及び田辺市広域市町村圏の関係者との意見交換 

2009 農山村における UJI ターン者と地元住民との連携 

2012 和歌山県版・農山村ワーキングホリデーのシステム構築 

2017 ほっとスポット温川プロジェクト 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

上富田町 

2008 観光資源調査と地域の農・商・工関係者との意見交換会 

2017 地域資源を活用した“おどろきと感動”の地域づくり 

2018･19 笑顔が広がる美しい里づくり  



 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

すさみ町 2008 各種体験観光施設の調査と関係者への聞き取り 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

串本町 2017 マグロ料理で観光ＰＲ 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

那智勝浦町 

2016-18 
地域の文化や風習、そこで暮らす人々と直にふれあいながら、これ

からの地域・自分・社会のあり方・つながり方を考える 

2019 

地域の文化や風習の体験、獣害対策、農作業、冊子作りを通じて地

域の方々と触れ合い、地域・自分・社会のあり方・つながり方を考

える 

2020 

地域の文化や風習の体験を通じて、地域住民と触れ合い、地域・自

分・社会のより良いあり方・つながり方を考える。（興味関心に応

じて）地域をフィールドにそれぞれの知見を深め、価値を創出して

いく。 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

新宮市 2020 新宮市高田区における観光モデルコースの造成 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

太地町 
2009 移民関連勉強会、および地域住民、町職員との意見交換 

2012 地域資源として移民輩出の歴史を活かした観光の活性化を考える 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

岬町 

2012 「道の駅」建設に伴う検討委員会 

2015 
マップを手にウォーキングをしたくなる気持ちを沸き立たせる

「まち歩きマップ」の作成 

2016 岬フィールドミュージアム構想 

2017 着地型観光による地域活性化の取り組み 

阪南市 

2016 産業観光ワークショップ HANNAN OSAKA cotton project 

2018･19 
地方創生にかかる地場産物商品に関する調査・研究、デザイン考案

等 

2020 
古代米を活用した商品開発、PR に関して。「古代米をおいしく食

べる」 

田尻町 2015 君が見つけるたじりの魅力―出会いと交流で創る健幸のまち― 

熊取町 

2015 第 4 回熊取ふれあい農業祭 

2016 第 5 回熊取ふれあい農業祭 

2017 第 6 回熊取ふれあい農業祭 

 

 



 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

岩手県奥州市 

および和歌山県 

2012 
故郷（ふるさと）への誇りを取り戻すためのグリーン・ツーリ

ズム 

2013 農村ワーキングホリデーを通じた農村再生の可能性を探る 

2014-20 
農村ワーキングホリデーを活用した都市農村交流の「鏡効果」

と農村再生手法としての可能性の検証 

北海道幕別町 2014･15 
地域の観光に係る調査研究（観光と地域のあり方についての

調査研究及び観光資源の掘り起こし等） 

富山県南砺市 2015 五箇山における持続可能な観光の実現に向けた実証調査 

長野県飯田市 2015･16 道の駅遠山郷を核とした地域活性化 

宮崎県 2016 

みやざき観光コンベンション協会からの依頼に基づいた同県

「波旅宮崎」キャンペーンのより効果的な展開に対する提案、

提言作成 

山口県岩国市お

よび愛媛県新居

浜市 

2020 瀬戸内カレッジ 2020 

 

地域･団体名 活動年度 活動テーマ 

JA いずみの管内 2011･12 JA 直営型農産物直売所を拠点とした都市農村交流の推進 

わかやま産業振興

財団 
2015･16 

特産果樹がもたらす共創価値の創造（新たな健康・産業づく

り） 

公益社団法人日本

マスタ－ズ陸上競

技連合 

2017 

公益社団法人日本マスターズ陸上競技連合が主催する国際・

第 38 回全日本マスターズ陸上競技選手権大会においてスポ

ーツを通じて、地域の人びとや海外競技者との国際交流 

和歌山県全域 

2018 
「ねんりんピック紀の国わかやま 2019」、大会参加者に対す

る観光ツアーの開発 

2019 
「ねんりんピック紀の国わかやま 2019」における、観光ツ

アー同行を通じた観光業務の実践 

2020 
「紀の国わかやま文化祭２０２１」学生による文化の魅力発

信 
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